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 紀要 2本を含む公刊論文 4本と、全国学会発表要旨 2本を含む 4回の学会発表要旨で構成され、A4
版 100 頁（原稿用紙換算 400 枚）の論文である。章立ては以下のとおりである 
 
 序章 
 第 1 章 先行研究の諸相 
 第 2 章 ド・ドモの機能 
 第 3 章 古代日本語のトモの機能と史的展開 
 第 4 章 トモからテモへ 
 第 5 章 トイヘドモの文法化と意味・機能 
 第 6 章 現代日本語のテモの機能 







































 第 5 章「トイヘドモの文法化と意味・機能」は、逆接表現の研究対象にされてこなかったトイヘド
モを対象とし、その用法や意味を明らかにした。 







第 3 章でトモを対象として指摘したものと同じである。 












 審査会は平成 22 年 1 月 21 日 6 時より文学部会議室で開催した。委員は主査江口泰生、近現代日本
語の専門家である京健治、言語学の辻星児、現代日本語文法の専門家である宮崎和人、本論文が古典
文学作品からの例を対象としているので日本古典文学の専門家である田仲洋己、計 5 名で審査会を構
成した。 
 まず本人からの学位請求論文の概要を、特に主張したい点などとあわせて説明を受け、また予備論
文からの進展状況の説明がなされた。 
 次に各審査委員からの質疑応答が行われた。これらを通じて以下の諸点が認められた。 
 第一に、本論文はモを含む接続表現の特性を明らかにして、そこに助詞モの影響を指摘した点、さ
らに「含意性」「極値性」などの三つの視点によって、モ型接続助詞の意味や用法を一貫した視点で説
明してみせた点に独創性があることである。 
 第二に新たな発見・新見が多いことである。平安時代のド・ドモに意味の違いがあること、トモが
次第に用法を変えていくことやその時期、トイヘドモが逆接表現として文法化していくこと、テモの
成立、付帯状況のナガラにモが接続して逆接表現に傾くことなどの現象を指摘し、それらについて具
体例に基づいて論証されていることが認められた。 
 第三に、用例を徹底的に収集し、一例一例解釈を加えながら分類するといった実証的な方法で全体
が貫かれている点である。用例収集の範囲は平安時代の文学作品から室町時代の抄物まで広範囲に及
び、それらを解釈し、分類していき、さらにそれらを抽象化して整然とした記述を行おうとする労力
は賞賛に値する。 
 一方で独自性を打ち出そうとするあまり、論旨の慎重さを欠く傾向が見られたり、先行研究との共
通点や相違点が十分に説明されていないという問題点も指摘された。モ型逆接表現すべてを全ての時
代において扱おうとする意欲は評価できるものの、問題がやや拡散した観も否めない。逆接表現の他
形式モ・ド・ドモ・イヘドモ・ヲ・モノヲなどが共時的にどのように使い分けられているかを描く必
要があるなど、新たな課題の提示もあったが、これはおそらく氏が今後、一生をかけて取り組むべき
課題となろうと思われる。 
 審査会を経て、改めて豊かな問題点が潜む逆接表現研究の重要性が認識され、本論文が明らかにし
た結論は博士（文学）の学位論文として十分に評価に値するものであることが確認された。 
 以上の審査の結果、博士（文学）の学位を認定することについて全員一致で合意した。 
 
 
